
更新時間：2019.06.01 

『AVerMedia StreamEngine』とは？

　『AVerMedia StreamEngine』を利用すれば、配信ソフトウェア（OBS Studioな
ど）で配信する時、PCに負荷をかけず録画（動画バックアップ）を行うことができま
す。 

※（2019年06月現在）『AVerMedia StreamEngine』はGC311にのみ対応して 
　おります。 

①　『AVerMedia StreamEngine』をダウンロード・
　インストールする
　AVerMedia公式サイトにアクセスし、『AVerMedia StreamEngine』をダウンロー
ド・インストールしてください。もしくは『AVerMedia Assist Central』（*1）という
ソフトウェアを利用し、『AVerMedia StreamEngine』をダウンロードします。 

*1　『AVerMedia Assist Central』（AVerMediaダウンロードプログラム）は現在 
　　使用中のアバーメディア製品やパソコン環境を認識し、対応可能な専用ソフトウェア 
　　（『RECentral』、『AVerMedia StreamEngine』など） / ドライバー / ファーム 
　　ウェアなどの最新バージョンをダウンロード・アップデートします。 
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AVerMedia StreamEngineの設定方法



②　『AVerMedia StreamEngine』を設定・使用する

Step 1. 
　キャプチャーデバイスのHDMI IN端子と録画・配信するソース機器（ゲーム機など）の 
映像 / 音声出力（HDMI OUT端子）を接続し、ソース機器を起動します（ソース機器の 
映像・音声がキャプチャーデバイスに入力される状態になります）。 

接続例： 

ご注意： 
　ゲーム機（PlayStation 4、Xbox One、Nintendo Switchなど）の本体設定から、 
【RGBレンジ】で「フルレンジ（Full Range）」から「リミテッドレンジ（Limited 
Range）」に変更してください。 

※「リミテッドレンジ」ではなく、「フルレンジ」で設定した場合は、キャプチャー 
　製品の仕様上、『AVerMediaStreamEngine』を使って録画を行う際は、PCに負荷 
　をかけてしまう場合があります。 

※（2019年02月現在）各ゲーム機の設定方法は以下です： 
　①　PlayStation 4（以下略：PS4）： 
　　PS4のメニュー画面で、【設定】を選択して、「サウンドとスクリーン」→ 
　　「映像出力設定」→「RGBレンジ」の順に選択し、「リミテッドレンジ」 
　　に設定してください。 
　　＊参考サイト： 
　　https://manuals.playstation.net/document/jp/ps4/settings/videooutput.html 
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https://manuals.playstation.net/document/jp/ps4/settings/videooutput.html


　②　Nintendo Switch（以下略：Switch）： 
　　Switchのメニュー（ホーム）画面で、【設定】を選択して、「テレビ出力」→ 
　　「RGBレンジ」の順に選択し、「リミテッドレンジ」に設定してください。 

　③　Xbox One X： 
　　[Xboxボタン]を押して、ガイドを開き、「システム」→「設定」→ 
　　「画面とサウンド」→「ビデオ出力」→「映像の再現性」→「色空間」の順に選択し、 
　　「標準（推奨）」（＊標準 = リミテッドレンジ）に設定してください。 
　　＊参考サイト： 
　　https://support.xbox.com/ja-JP/xbox-one/console/improve-video-quality 
　　https://support.xbox.com/ja-JP/xbox-one/console/adjust-display-settings 
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https://support.xbox.com/ja-JP/xbox-one/console/improve-video-quality
https://support.xbox.com/ja-JP/xbox-one/console/adjust-display-settings


Step 2. 
　『AVerMedia StreamEngine』を起動する前に、必ずキャプチャーソフトウェアを 
起動し、「AVerMedia StreamEngine」を指定・設定してください。以下は例として、 
『OBS Studio』を使用してデバイスを「AVerMedia StreamEngine」に設定します。 

設定例（『OBS Studio』の場合）： 

デバイス

GC311 
（Live Gamer MINI） AVerMedia StreamEngine - Live Gamer MINI
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Step 3. 
　「AVerMedia StreamEngine」を設定した状態で、【設定】をクイックして
『AVerMedia StreamEngine』を起動します。 
　 

③　録画（録画設定）：

　映像・音声情報（映像入力、音声入力、解像度/FPSなど）は正常に表示すれば、録画
を行うことができます。また、録画品質や保存先などを変更することができます。 

　準備が完了したら、録画ボタンもしくはキーボードのシュートカットキー（→ページ）
を押して録画（動画バックアップ）を開始します。録画を終える場合は、録画ボタン 
もしくはキーボードの同じキーを再度押します。 

※録画品質の設定： 
　「高」、「中」、「低」に選択してください。録画品質は「高」を設定することを 
　お勧めします。但し、画像の複雑度が高い場合（例：弾幕が多いゲームシーン）は 
　「中」に設定することをお勧めします。 
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ご注意： 
※解像度/FPSを変更する場合は、ご使用のキャプチャーソフトウェア（OBS Studio 
　など）で解像度/FPSを変更してください（『AVerMedia StreamEngine』は 
　解像度を変更することができません）。 

設定例（『OBS Studio』の場合）： 

解像度
（画質）映像ビットレート（分 / 1GB）

高 中 低

1920 x 1080p
20 Mbps：  
6.8分 / 1GB

15 Mbps：  
9.1分 / 1GB

10 Mbps：  
13.7分 / 1GB

1920 x 1080i
15 Mbps：  
9.1分 / 1GB

12 Mbps：  
11.4分 / 1GB

8 Mbps：  
17.1分 / 1GB

1280 x720
15 Mbps：  
9.1分 / 1GB

12 Mbps：  
11.4分 / 1GB

8 Mbps：  
17.1分 / 1GB

720 x 480
8 Mbps：  
17.1分 / 1GB

6 Mbps：  
22.8分 / 1GB

4 Mbps：  
34.1分 / 1GB
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③　詳細設定：

※HDCP検出機能： 
　iOS デバイス（iPhoneなど）を接続・録画・配信する場合は、iOSデバイスの 
仕様上、「HDCP検出機能」をオフにしてください。 

ご注意： 
※初期設定ではHDCP機能（不正コピーを防止する著作権保護技術）がオンになっているため、 
　ソフトウェア側（『RECentral』など）では映像の表示ができません（“Copy Protected  
　Content” / 黒または青い画面などが表示されます）。 
※「HDCP検出機能」をオフにしても著作権保護されたコンテンツを録画・配信することができません。 
※iOSデバイスを接続する場合は、iOSデバイス本体のイヤホンジャックにイヤホンを接続しないで 
　ください（HDMI変換アダプタからの出力音声が中断されて、キャプチャーができなくなります）。 
※iOSデバイスなど一部機器との接続・録画では、出力映像画面サイズに制限があるため、 
　上下左右に黒枠が生じます。 
※PlayStation 4（略：PS4）を接続・録画・配信する場合は、必ずPS4を「システムソフトウェア 
　バージョン 1.70」以降にアップデートしてから、PS4側の設定でHDCP（不正コピーを防止する 
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　著作権保護技術）をあらかじめオフにしてください（※設定を変更した場合もBD / DVDなどの 
　録画・配信はできません）。 
※PlayStation 3、Androidスマホ・タブレット、映像機器（BD / DVDプレイヤーなど）を接続した 
　場合は、HDMIから出力されるコンテンツにはHDCPがかけられているため、映像の表示・録画・配信は 
　できません。 
※Xbox One、Nintendo Switchを接続した場合は、動画・映画アプリ（YouTube / Netflix / Huluなど） 
　を起動すると、HDCPを有効にする場合があります。ゲーム機を完全に再起動（リスタート）し、 
　HDCPを解除してください。
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